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なぜ、外国を研究するのか。そ
のきっかけは偶然であったとしても、外国を主たる研究の地として続けるには、研究者それぞれに、また学問ごとに異なる理由があるだろう。特定 国について研究する事を専門とす 事で その国を研究し続ける場合 あれば、特定の現象の所在ゆえ いう場合もあるだろう。
「外国を研究する」と
いう営為には、自国を研究とはことなる基礎的な環境がある。調査を行う為には、自分の生活圏を離れ、異 言語を話し、聴く。異なる生活様式の中で思索し、絶えず複数の読者を想定しながら、研究成果 形作ることを意識する。さらには、所属大学、研究機関 存在する国の政策次第で特定の国、地域の 支援体制は容易に左右され だからこそ、絶えず変化する研究環境にあって
変わらず特定の国、地域の研究を継続することは容易ではない。　
現代は、研究環境、とりわけ情
報環境の急速な変化の中にある。第一にこの三〇年で国際航空券の価格は劇的に安くなり、海外に赴くことは、外交官や商社マン、研究者といった特定の職種の人間でなくとも簡単になった。外国に赴く人の裾野は広がり また外国に滞在する期間はおおむね、短縮された。第二に、インターネットが普及し瞬時に世界中の最新のニュースが手 入 ようになり、現地の新聞はもちろんのこと、F
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等でマスメディアが取り上げないような市井の人々の声にも現地に赴かずとも触れられるようになった。第三にオンライン 検索エンジンの進化やネット上のデータベースの充実は、学びの方法を根
本から変え、外国について、過去の情報も含めてかつてとは比べようのないほど容易に手に入るようになった。最先端の研究成果の発信も、書籍や論文、新聞といった媒体が独占していた時代は終わり、ウェブ上で、インフォグラフィックスやショートムービーなどでも発表されるようになった。そして第四に「発展途上国」とみなされる国々であっても、その国で分析を行う研究者たちは、世界の一流大学で長期間にわたってトレーニングを受け、流麗な英語での情報発信力を兼ね備えた研究者であることが少なくない。鍛えられた能力に加え、アップデートされた現地の情報や豊か 人脈を常に備えた自国 研究者が大勢いる　
このような状況で外国を研究す
る研究者に、果 して、今後なんらかの大きな知的貢献が可能であ
ろうか。　
もっといえば、このような研
究、情報環境にある現代において、 「外国を研究す 者」は、とりわけ対象国にいる同業者とどのように勝負すべきであろうか。また、この変化した 、交通状況を研究の創意工夫にどのよ に生かすべきだろ か。あるいは自国を研究する研究者と比べてを研究する研究者にはどのような強みや弱みがあ のか。そして、とりわけ「日本で」 することにはどのような利点や役割があるのだろうか。本特集ではこれら問いに対して、様々 分野 活躍する各研究者に、これまでの経験や各研究者が現状の変化 どのように捉えているか、その考えを紹介して頂く。そうした経験や観察の中から各学問分野において「外国研究者」が立ち向かっている課題を直接的に、また間接的 紹介して頂き、その考えを読者の皆様にお伝えしたい。（あいざわ
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